
Concept

通路、柵は水の流れ
の曲線美を表現



水運で栄えた街、 大阪。

大阪は水運に支えられて中心都市として発展。明治の頃には
“水の都”と呼ばれた。現在の大阪は川に寄り添う生き生きとし
た風景を取り戻そうと、水辺空間の再生など様々な試みを
行っている。橋に架かるその特徴的なアーチは、新しい水の都
のシンボルとなる。

夜にはライトアップ

座って景色を見れるよう木の段を設置
スロープを設置し車いすの方でも利用可能

待ち合わせスポットにもなる
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随所に取り入れた流線形の構造
見る者に水の流れを連想させる


